北病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成２３年１１月２３日　(水)　　司会：上口　昌範　記録：佐々木　孝

	松橋
	上口
	山田
	苅田
	岩藤
	久保
	佐々木（正）
	滝田
	藤原
	三浦
	赤坂

	年休
	○
	欠勤
	公休
	欠勤
	深夜
	欠勤
	公休
	準夜
	○
	深夜

	中村
	水上
	佐々木（孝）
	木村
	油津
	廣瀬
	佐々木（大）
	
	
	
	

	準夜
	公休
	○
	○
	○
	公休
	公休
	
	
	
	


出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・川端Dr.について

本日、12時30分から1時間ほど不在となりますので、緊急時は、川端Dr.の携帯電話に連絡してください。
・佐々木Dr.の帰宅時間について
12/5（月）朝8時30分に病院を出るとのことです。確認の押印などで佐々木Dr.に用のある方は早めに行ないましょう。

・書類の記入について

　　各書類の記入はボールペンを使用し、間違った記載には訂正印を使用して下さい。鉛筆の使用は厳禁です。

・感染予防について

風邪など流行る季節になりましたので、感染予防に努めましょう。

・家族支援スタッフの育成研修について

青山荘、NPO法人メンタル・ケア・サポート共催の家族支援スタッフの育成研修が2回開催されるとのことで、現在参加者を募集しています。
青森県立保健大学　教授　山本 春江　氏、

NPO法人 地域生活自立支援センター メンタル・ケア・サポート　江刺家 幸枝理事長　　　　を講師に迎え、以下の内容で行なわれます。　
日程：1回目　平成23年12月17日（土）　13:30～15:50
　　　2回目　平成24年 1月29日（土）　13:30～15:30
会費：NPO会員→無料、非会員→1回500円
場所：医療法人財団　青仁会　青南病院記念講堂3階講義室
申し込みは、WIZ→みんなの共有→うみねこ幸房→「研修出欠確認表」フォルダ→H23年度家族支援研修出欠確認表に直接入力して下さい。
・薬事委員会より

　　新規購入の情報提供がありました。
○眼科用消炎酵素剤　　
一般名：リゾチーム塩酸塩　商品名：「ムコゾーム　0.5％点眼液」（後発品）

購入理由：眼科医からの処方継続のため

適　　応：慢性結膜炎
購入分類:継続使用
そ の 他：禁：卵白アレルギー
○麻薬製剤
一般名：モルヒネ塩酸塩（持続型）
商品名：「MSツワイスロンカプセル　10ｍｇ」（後発品）

購入理由：癌を患った外来患者の疼痛緩和のため

適　　応：激しい疼痛を伴う各種癌における鎮痛
購入分類：一定期間
　　　使用方法や薬効について覚えるようにしてください。

・年末調整について

　　再度の連絡です。書類提出は11/30（水）厳守でお願いします。また、期限までに提出が難しいという方は総務まで早めに連絡をしましょう。
・川端Dr.より患者様の就床全薬の内服時間について早急に検討するようにお話しがありました。

　早急に検討し今後の方針を決定していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・田野端　忠夫様～本日、弟様２名の面会ありました。ご本人が電気シェーバーを要望されると、面会後に購入し医事に届けられています。そのまま本人へ渡しています。

・浅野　秀子　様～本日、妹様の面会があり、菓子類の差し入れがありました。また、りんごをすりおろして食べたいとのことで、おろし金（プラスッチク製）も差し入れになり、本人管理としています。

＜OT一週間報告・検討＞

・浅野　秀子様～作業自体に取り組めていますが、放歌など気分高揚みられています。

　　　　　　　　トイレの回数は頻回となることなく時間も守れています。引き続き落着いて作業ができるよう関わる事として行きます。

・上村　みわ様～単純な作業を好み時間のかかるものは取り組みたがらない傾向がみられますが参加状況は良く、妄想発言もなく取り組む事ができています。幻覚妄想の頻度や程度を引き続き観察していきましょう｡

＜注目患者様検討＞

・浅野　秀子様～気分の変動みられ、突然怒り出すことあります。差し入れの菓子類も自室へ持ち込もうとされ、スタッフ介入に対し不機嫌となっています。現在の状態について、その都度本人へフィードバックをし理解できるよう振り返りを行なって行きましょう。また、水分の摂取状況や排泄の状況について観察を続けましょう。

・倉橋　生子様～他患者様へ大声で怒鳴る事あり。また、発言には自身を擁護する内容が目立っています。トラブルの回避のため、発言については振り返りを行なって行きましょう。また、出血の訴えには、確認をした上で主治医の指示を受ける事とします。

＜川端Dr診察状況＞

· 山田　隆雄　様～単独外出・各プログラムの取り組み状況及び、他患者様とのトラブルはな　　　

いこと、両手のあかぎれについて情報提供しています。主治医より、ハンドクリームをしっかりと塗布するよう説明をうけ「はい。」と返答されています。手洗いの頻度の観察とハンドクリームの塗布状況を確認して行きましょう。

・浅野　秀子　様～本人より主治医へおやつの自己管理したいとの要望あり。節度のある量であれば、食べたい時にスタッフへ要求し食べてもかまわないとの説明あり、納得されています。今後、スタッフ間で話し合って自己管理に向けての時期やその際の注意点など検討して行きましょう。
・大釜　万知　様～飲水状況、奇異行動の持続及びゲームをする時間について情報提供しています。主治医より、夕方の運動は継続して必ず行なう事、夜遅くまでゲームをしないよう指示が出ています。毎日、確実に運動を実施するよう徹底していきましょう。
・田名部　浩平様～他者との交流はなく、ニヤつき、奇異行動みられていること、またプログラムの参加状況、睡眠管理は良好であること情報提供しています。主治医より、体重を減らしてゆくこと、夕方の運動を持続してゆくこと説明をうけています。また、本人より「小遣いが貯まってきた。」と話されることあり、今後の金銭管理についてスタッフと話し合って決める事とします。受け持ちスタッフは早急に話し合い対応してください。

＜節約目標を実現する方策について＞

・電気・・・・・患者様不在時は、スタッフが消灯確認をする。また、夜間消灯後は基本的にスタッフオフィス内と階段踊り場のみ点灯する。

　　　　　　　　電気ポットは夜間コンセントを抜く。

・暖房・・・・・居室の暖房は、患者様不在時にスタッフが確認をする。　　

・コピー用紙・・プリンターに印刷回数を表示するカウンターを設置し、節約意識を高めてはどうか。正確な使用枚数の確認も容易となる。

・洗剤・・・・・洗浄効果について、ほぼ変化の無い事を確認してから納入時に半分を別容器に移し、水で希釈し使用する。

　　　　　　　　除菌、漂白剤の分量はしっかり守る。

・ゴミ袋・・・・スタッフオフィスのゴミ箱には生ゴミや水分を含む物は捨てない事とし、ゴミ袋（20L）の使用を止める。

